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今月の特集

癒しのへんろ道を歩こう!
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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント

　11 月は、宇和島圏域観

光振興イベント実行委員会

(18 日 松山市 )、行政改革

推進委員会 (19 日 )、愛媛県

消防長会秋季総会 (19 日 )、

トレッキング・ザ・空海あ

いなん総合開会式 (20 日 )、

愛媛中学駅伝実況中継イベ

ント (23 日 )、安全・安心の

道づくりを求める全国大会

(25 日 東京都 )、愛媛経済

同友会南予振興委員会 (26

日 宇和島市 )、船舶職員養

成講習会閉講式 (29 日 )、

愛南町森
も り

林と緑の推進協議

会 (29 日 )、民主党国会議

員意見交換会・土砂災害か

ら人命と地域を守る砂防会

議 (30 日 東京都 ) などに出

席しました。

　12 月は、ぎょしょく教

育関係中野区役所訪問・全

国町村長大会・全国漁港漁

場大会決議要請行動・自民

党及びみんなの党国会議員

意見交換会 (1 日 東京都 )、

民生児童委員辞令伝達式 (3

日 )、愛南町 PTA 研究大会

(4 日 )、自衛官募集相談員

委嘱式 (6 日 )、宇和島法人

会愛南支部通常総会 (6日 )、

南レク定時取締役会 (7 日 

松山市 )、愛媛駅伝競走開

会式 (12 日 )、宇和島圏域

医療対策協議会 (15 日 宇和

島市 )、中村時広愛媛県知

事との意見交換会 (15 日 松

山市 )などに出席しました。

古風ないでたちで太刀

や鎌を持ち、鉦
かね

と太鼓

に合わせて踊る「正木

の花とり踊り」が行わ

れ、地区住民やカメラ

マンなど多くの見物客

が古式ゆかしい踊りを

鑑賞しました。(11/23)

福浦公民館で、地域住
民の交流を深めようと
「福浦湾 趣味の作品展
示会」が開催され、同
湾沿岸6地区住民54名の
作品383点と福浦小・中
学校児童生徒の作品が
展示されました。(11/19
～25)

木洩れ日のもと、イ

チョウの落ち葉でいっぱいの

園庭で遊ぶ、緑保育所の子ど

も達です。12月になって日に

日に冬の足音が近づいてくる

ようですが、寒さに負けずに

楽しく遊ぶ姿に思わず笑みが

浮かびます。

12/6御荘文化センターで「平
成22年度愛南町PTA研究
大会」が開催され、今年
度末に閉校する満倉・西
浦両小学校、西海・福浦
両中学校の各PTAに、清
水町長から感謝状が送ら
れました。 (12/4)

西海町民会館で、船舶

職員養成講習会(4・5級

海技士研修)の閉講式が

行われ、講習を修了し

た29人に、清水町長か

ら修業証書が手渡され

ました。(11/29)

御荘文化センターで、町

内小中学校教員と消防職

員を対象とした「青少年

防災指導者研修」が行わ

れ、約50名の参加者が風

水害を想定した災害図上

訓練(DIG)に挑戦しまし

た。(12/3)

御荘文化センターで、

「第1回愛南町高齢者福

祉大会」が開催され、

「元祖オーロラ輝子」

こと歌手の叶れい子さ

んによる歌を交えた記

念講演が行われまし

た。(11/25)

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

笑顔いっぱい！愛なんっこ

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

船越小学校で「学校を中心とした食育推進事業」

研究発表大会が行われ、子ども達が考案した

「タイレッ丼」をみんなで試食しました。(11/30)

【P13参照】

町政フラッシュ

p22

御荘文化セン
ターで行われた
「花へんろコン
サート」では、
約200名の観客
が琵琶や和楽器
の奏でる癒しの
音色を楽しみ
ました。(11/20)
【P4参照】

御荘文化センターで愛媛県中学生

駅伝中継イベントが行われ、町内

選手が特設大型スクリーンに映し

出されるたびに会場からは大きな

拍手が上がっていました。(11/23)

【P9参照】

p4
あいなん歳時記

癒しのへんろ道を歩こう!

南宇和高校で行われた
ワークショップでは、
子ども達が高校生のお
兄さん、お姉さんに教
えてもらいながら、紙
飛行機や新聞エコバッ
ク作りなどに挑戦しま
した。(11/17)
【P19参照】
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11/　

20・21

　

癒
し
の
里
、
四
国
の
道
へ
ん
ろ
道
を
歩
こ
う
と
「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ザ
・
空
海
あ
い
な
ん
」
が
開
催
さ
れ
、
遠
く
は
福

岡
県
か
ら
、
最
高
齢
は
83
歳
の
計
5
6
4
名
が
参
加
し
、
秋
の
愛
南
路
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

1
日
目
の
宿
毛
市
大
深
浦
か
ら
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
を
歩
く
松
尾
坂
コ
ー
ス
に
は
1
9
8
名
の
方
が
参
加
し
、
各

所
に
設
け
ら
れ
た
接
待
所
で
飴
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、
蜜
柑
、
饅
頭
な
ど
の
「
お
接
待
」
を
楽
し
そ
う
に
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

夕
方
に
は
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
筑
前
琵
琶
奏
者
の
川
村
旭

き

ょ

く

ほ

う芳
さ
ん
と
和
楽
器
ユ
ニ
ッ
ト
「
お
と
ぎ
」
に
よ
る
「
花

へ
ん
ろ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
、
約
2
0
0
名
の
観
客
が
琵
琶
や
胡
弓
、
筝
、
尺
八
な
ど
の
和
楽
器
が
奏
で
る
癒
し
の

音
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

2
日
目
の
DE
・
あ
・
い
・
21
（
柏
）
か
ら
宇
和
島
市
津
島
町
嵐
坂
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
風
園
ま
で
を
歩
く
柏
坂
コ
ー
ス
に

は
3
6
6
名
の
方
が
参
加
し
、
松
尾
坂
コ
ー
ス
同
様
の
接
待
を
受
け
た
ほ
か
、
由
良
半
島
が
一
望
で
き
る
通
称
「
つ
わ
な

奥
展
望
台
」
で
は
、
川
村
旭

き

ょ

く

ほ

う芳
さ
ん
に
よ
る
「
青
空
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
ま
た
終
点
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
風
園
で
は
、
愛

南
町
出
身
の
俳
人
夏
井
い
つ
き
さ
ん
に
よ
る
恒
例
の
「
句
会
ラ
イ
ブ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
や
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、
2
日
間
で
延
べ
約
1
0
0
0
名
の
方
が
参
加
し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、
愛
南
町
の
「
お
接
待
の
心
」
が
町
内
外
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

あ
い
な
ん
歳
時
記

癒
し
の
へ
ん
ろ
道
を
歩
こ
う
!



p5

広
告
付
き
共
通
封
筒
の

無
償
提
供
者
を
募
集
し
ま
す
！

◆
総
務
課
か
ら

き
れ
い
な
海
を
守
ろ
う
！

◆
水
産
課
か
ら

　

町
で
は
広
告
事
業
の
一
環
と
し
て
、

町
が
使
用
す
る
公
用
封
筒
の
裏
面
に

民
間
企
業
等
の
広
告
を
掲
載
し
作
成

し
た
も
の
を
、
町
へ
無
償
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
法
人
又
は
個
人
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
の
方
法

募
集
期
間　

１
月
17
日（
月
）

〜
２
月
17
日（
木
）

　

近
年
ご
み
の
不
法
投
棄
や
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
が
社
会
問
題
に
な
る
中
で
、

人
々
の
ご
み
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

海
岸
や
漁
港
へ
漂
着
し
て
い
る
ご

み
の
多
く
は
、
漁
業
に
使
用
さ
れ
て

い
た
ロ
ー
プ
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、

ポ
リ
袋
や
食
品
ト
レ
ー
等
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
私
た
ち
の
生
活
か
ら
出
て
き

た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

は
、
生
分
解
性
が
な
い
た
め
自
然
に

還
る
こ
と
な
く
い
つ
ま
で
も
環
境
中

に
存
在
し
続
け
、
誰
か
が
回
収
す
る

ま
で
そ
の
場
所
に
残
り
ま
す
。
海
の

中
層
に
漂
い
海
底
に
は
大
量
の
ご
み

が
沈
む
た
め
、
船
の
ス
ク
リ
ュ
ー
や

給
水
口
に
張
り
付
い
て
エ
ン
ジ
ン

が
故
障
し
た
り
、
魚
網
に
ご
み
が
か

か
っ
て
破
れ
る
な
ど
多
く
の
漁
業
者

へ
被
害
が
及
ん
で
い
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
に
よ
っ
て

回
収
で
き
る
の
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で

す
が
、
美
し
い
愛
南
町
を
未
来
へ
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、
海
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
道
路
や
河
川
へ
の
ご
み
の

原
因
に
つ
い
て
も
う
一
度
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

提
出
書
類

①
申
込
書（
様
式
第
１
号
）

※
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
会
社
概
要（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
）

※
個
人
の
場
合
は
身
分
証
明
書
の
写
し

③
住
所
を
有
す
る
市
町
村
の
市
町
村

税（
法
人
又
は
個
人
）の
納
税
証
明
書

④
封
筒
見
本（
製
作
実
績
の
な
い
場

合
に
は
封
筒
の
案
）

問
い
合
わ
せ

　

応
募
に
必
要
な

資
格
や
要
件
な
ど
が

あ
り
ま
す
の
で
、
申

込
み
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
総
務
課
（
℡

７
２
―

１
２
１
１
）ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

提供枚数：10,000枚

①長形３号（横120㎜×縦235㎜)

②窓枠付き長形３号（横120㎜×縦235㎜)

提供枚数：10,000枚
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城辺地域
月 日 曜日 地区名 時　間 場　所

２

15 火
午前 僧都   9：00～12：00

僧都ふれあい
交流館

午後 山出 13：00～16：00 山出集会所

16 水

午前 中玉・脇本
大浜・柿の浦
敦盛・岩水
垣内

  9：00～16：00 東海公民館

午後

17 木
午前 古月・鯆越

深浦
9：00～16：00 深浦公民館

午後

18 金
午前 日土・小屋の浦

大寿浦・真浦
西真浦・新浦

9：00～16：00
久良ふるさと
センター

午後

３

10 木

午前
緑（梶郷・大道
当時・下緑
左谷・樫床
樋口・西柳
岡・中緑）

  9：00～16：00  
緑基幹集落
センター

午後

11 金

午前
太場・豊田
豊田東・豊田西

神越
  9：00～12：00

城辺社会
福祉会館
老人室

午後
中の谷・鼻
石井手・下長野
伊勢町

13：00～16：00

14 月

午前
矢の町・中町
北裡

  9：00～12：00
城辺社会
福祉会館
老人室

午後
後・土居
三島団地

13：00～16：00

15 火

午前
清水・沖・久保
蓮乗寺

  9：00～12：00
城辺社会
福祉会館
老人室

午後
松本・鳥越
中原

13：00～16：00

内海地域
月 日 曜日 地区名 時　間 場　所

２

21 月

午前 須ノ川   9：00～10：30 須ノ川公民館

午前
午後

柏崎・柏 11：00～16：00
DE・あ・い21
3階研修室

22 火

午前
網代
魚神山

  9：00～11：30 魚神山公民館

午後
油袋・家串
平碆

13：00～16：00 家串公民館

御荘地域
月 日 曜日 地区名 時　間 場　所

２

24 木
午前

長月 9：00～16：00 長月公民館
午後

25 金
午前

菊川・平山 9：00～16：00  
御荘菊川農村
研修センター午後

28 月
午前 深泥

防城成川
赤水・高畑

9：00～16：00 赤水公民館
午後

３

4 金
午前 左右水・猿鳴

尻貝・灘前
中浦三区

9：00～16：00
中浦
漁村振興
センター午後

7 月
午前 長崎・長洲

本町・寺新町 
栄町・上町

9：00～16：00
御荘支所
第2会議室

午後

8 火

午前 馬場
和口1・2 
上永ノ岡
下永ノ岡

9：00～16：00
御荘支所
第2会議室

午後

9 水
午前 節崎・馬瀬

八幡野
貝塚

9：00～16：00
御荘支所
第2会議室

午後

平成２３年度　町県民税申告受付日程表

　平成23年度町県民税の納税申告書（平成22年中の収入状況等）の受付を別表の日程
で行います。 日時、場所等を確認して申告をしてください。
○印鑑、生命保険料及び地震・損害保険料等の支払証明書をご持参ください。
　所得税の確定申告書は、自分で記入をして税務署に郵送するか、宇和島税務署で申
告をしましょう。
　問い合わせ　愛南町役場税務課　TEL７２－７３０１

　今年度より申告会場が変更となっている地区があります。申告日、申告会場をお確かめ

の上お越しください。

　なお、申告日当日に来られない方には、この期間中、愛南町役場本庁にて午後８時まで

申告を受付しています。
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西海地域
月 日 曜日 地区名 時　間 場　所

２

15 火
午前 久家   9：00～11：30 久家集会所

午後 下久家 13：30～16：00 下久家集会所

16 水
午前

樽見   9：00～10：30 樽見集会所

大成川 11：00～12：30 大成川集会所

午後 小成川 14：00～16：00 小成川集会所

17 木
午前 麦ヶ浦   9：00～11：30 麦ヶ浦集会所

午後 武者泊 13：30～16：00 武者泊分館

18 金

午前
越田   9：00～10：00 越田集会所

弓立 10：30～12：00 弓立集会所

午後
小浦 13：30～14：30 小浦集会所

樫月 15：00～16：00 樫月集会所

21 月
午前

船越   9：00～16：00 西海町民会館
午後

22 火
午前

福浦   9：00～16：00 福浦公民館
午後

23 水
午前

外泊   9：00～10：00 外泊集会所

中泊 10：20～12：20 中泊集会所

午後 内泊 13：30～16：00 内泊集会所

一本松地域
月 日 曜日 地区名 時　間 場　所

２

23 水

午前

下一・下二
徳田・宮川
本村・御在所
大駄場・太田

  9：00～12：00 正木集会所

午後
東小山 13：00～14：30 東小山集会所

本村一
本村二

15：00～16：30
小山本村
集会所

24 木

午前
八人組・東中屋
西中屋・東中組
西中組・中組
広岡

内尾串1～3

  9：00～16：00
増田コミュニ
ティセンター

午後

25 金
午前 大又・影平

名本・奈呂
光野・茶堂

  9：00～16：00
中川コミュニ
ティセンター午後

28 月
午前

東一・東二
西一・西二

  9：00～12：00 上大道集会所

午後 坪浜・西組 13：00～16：00 満倉集会所

３

１ 火
午前

駄場・亀之串
岡駄場・名路
古宅・向山
久保江

  9：00～16：00
広見コミュニ
ティセンター

午後

２ 水
午前 弓張・平畑

中串・東部一
東部二

  9：00～16：00
一本松支所
会議室午後

３ 木
午前 南部・坂石

新田・北部
西部

  9：00～16：00
一本松支所
会議室午後

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

確
定
申
告
を
！

◆
宇
和
島
税
務
署
か
ら

　

ま
も
な
く
所
得
税
の
確
定
申
告
の

時
期
と
な
り
ま
す
。
確
定
申
告
書
等

の
作
成
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.g

o
.jp

）
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し

て
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。
ま
た
、

当
該
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し
た
申
告
書

は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
直

接
電
子
申
告（
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
）す
る
か
Ａ
４

の
普
通
紙
に
印
刷
し
、
郵
送
等
で
税

務
署
へ
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〜
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を

ご
利
用
い
た
だ
く
メ
リ
ッ
ト
〜

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
告

　

自
宅
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す（
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
は
「
確
定
申
告
特
集
ペ
ー

ジ
」
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
）。

○
最
高
５
，０
０
０
円
の
税
額
控
除

  

平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
を
本
人
の
電
子
署
名
及
び
電
子
証

明
書
を
付
し
て
、申
告
期
限
内
に
ｅ
―

Ｔ

ａ
ｘ
で
行
う
と
、
所
得
税
額
か
ら
最
高

５
，０
０
０
円
の
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す（
平
成
19
年
分
か
ら
21
年

分
の
確
定
申
告
で
本
控
除
を
適
用
さ

れ
た
方
は
、控
除
で
き
ま
せ
ん
）。

○
添
付
書
類
の
提
出
省
略

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を

利
用
し
て
提
出
す
る
場
合
、
医
療
費

の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
等
は
、
そ

の
記
載
内
容（
病
院
な
ど
の
名
称
・

支
払
金
額
等
）を
入
力
し
て
送
信
す

る
こ
と
に
よ
り
、
提
出
又
は
提
示
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
確
定

申
告
期
限
か
ら
３
年
間
、
書
類
の
提

出
又
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）。

○
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申

告
は
、
早
期
処
理
し
て
い
ま
す（
３

週
間
程
度
に
短
縮
）。

○
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能

　

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
中
は
、

24
時
間
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
が
可
能
で

す
。

問
い
合
わ
せ

　

宇
和
島
税
務
署

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１
）
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償
却
資
産
の

　

申
告
に
つ
い
て
！

◆
税
務
課
か
ら

冷
蔵
倉
庫
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ
！

◆
税
務
課
か
ら

　

固
定
資
産
評
価
基
準
の
改
正
に
よ

り
、
非
木
造
家
屋
経
年
減
点
補
正

率
基
準
表
の
「
冷
凍
倉
庫
用
の
も

の
」
が
、
「
冷
蔵
倉
庫
用
の
も
の（
保

管
温
度
が
10
℃
以
下
に
保
た
れ
る
倉

庫
）」
に
改
め
ら
れ
、
平
成
24
年
度

の
固
定
資
産
税
か
ら
適
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

１
．
評
価
額
の
算
出
方
法

　
　
　

評　

価　

額

　
　
　
　
　

＝

　
　
　

再
建
築
価
格

　
　
　
　
　

×

　
　

経
年
減
点
補
正
率 

※
再
建
築
価
格
…

　

評
価
の
対
象
と
な
っ
た
家
屋
と
同

一
の
も
の
を
、評
価
の
時
点
に
お
い
て

そ
の
場
所
に
新
築
す
る
も
の
と
し
た

場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
建
築
費
で
す
。

※
経
年
減
点
補
正
率
…

　

家
屋
の
建
築
後
の
年
数
の
経
過
に

よ
っ
て
生
じ
る
損
耗
の
状
況
に
よ
る

減
価
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。

２
．
冷
蔵
倉
庫
用
家
屋
に
対
す
る
経

年
減
点
補
正
率
の
改
正

３
．
対
象
と
な
る
家
屋
の
要
件
（
左

記
の
要
件
全
て
に
該
当
す
る
建
物
）

・
木
造
以
外
の
倉
庫
用
建
物
で
あ
る

こ
と
。

・
倉
庫
の
保
管
温
度
が
冷
蔵
設
備
に

よ
り
常
時
摂
氏
10
℃
以
下
に
保
た
れ

て
い
る
こ
と
。

・
建
物
自
体
が
冷
蔵
倉
庫
で
あ
る
こ
と
。

・
事
務
所
な
ど
冷
蔵
倉
庫
以
外
で
使

用
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
場
合
、
延

べ
床
面
積
の
50
％
以
上
が
冷
蔵
倉
庫

で
あ
る
こ
と
。

※
通
常
の
倉
庫
内
に
プ
レ
ハ
ブ
方
式

冷
蔵
庫
や
業
務
用
冷
蔵
庫
な
ど
を
設

置
し
て
い
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

※
全
て
の
用
件
に
該
当
し
て
い
る
場

合
で
も
建
築
後
既
に
一
般
倉
庫
と
し

て
基
準
年
数
を
経
過
し
て
い
る
建
物

（
平
成
24
年
度
基
準
で
最
終
減
価
率

の
0.2
に
到
達
し
て
い
る
も
の
）
は
変

更
さ
れ
ま
せ
ん
。

４
．
対
象
と
な
る
家
屋
の
実
地
調
査

　

冷
蔵
倉
庫
用
家
屋
の
認
定
に
つ
い

て
は
事
前
に
実
地
調
査
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
該
当
と
思
わ
れ
る
家
屋
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

５
．
冷
蔵
倉
庫
と
認
定
さ
れ
た
場
合

　

冷
蔵
倉
庫
用
家
屋
と
認
定
さ
れ
た

家
屋
に
つ
い
て
は
、平
成
24
年
度
の
固

定
資
産
税
か
ら
「
一
般
用
倉
庫
建
物
」

に
比
べ
て
家
屋
の
評
価
額
が
早
く
減

価
す
る
計
算
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）

家屋の構造 改正前の経過年数 改正後の経過年数

鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造

築45年で
0.2まで減価

⇒
築26年で
0.2まで減価

れんが造、石造
コンクリートブロック造

築40年で
0.2まで減価

⇒
築24年で
0.2まで減価

鉄骨造（骨格材の肉厚が
4㎜を超えるもの）

築35年で
0.2まで減価

⇒
築22年で
0.2まで減価

鉄骨造（骨格材の肉厚が
3㎜を超え4㎜以下のもの）

築26年で
0.2まで減価

⇒
築16年で
0.2まで減価

鉄骨造（骨格材の肉厚が
3㎜以下のもの）

築18年で
0.2まで減価

⇒
築13年で
0.2まで減価

申
告
義
務　

地
方
税
法
第
３
８
３
条

の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
１
月
１
日

（
賦
課
期
日
）
現
在
で
償
却
資
産
（
土

地
及
び
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産
）

を
所
有
す
る
方
は
、
そ
の
所
在
、
種

類
、
数
量
、
取
得
時
期
及
び
取
得
価

格
な
ど
に
つ
い
て
、
町
に
申
告
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
告
方
法　

毎
年
12
月
中
旬
頃
、
償

却
資
産
の
所
有
者
あ
て
に
申
告
書
類

を
発
送
し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
載
、
押
印
の
上
、
次
の
と
お
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
規
納

税
義
務
者
等
の
方
で
申
告
書
類
が
送

付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）

提
出

期
限

平
成
23
年
１
月
31
日（
月
）

提
出

書
類

償
却
資
産
申
告
書
・
種
類

別
明
細
書（
増
加
資
産
・
全

資
産
用
及
び
減
少
資
産
）

提
出
先

税
務
課
資
産
税
係 

償
却
資

産
担
当 

又
は
各
支
所 

住
民

福
祉
係
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Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で

中
学
駅
伝
を
応
援
！

◆
総
務
課
か
ら

「
う
ま
い
も
ん
市
in
あ
い
な
ん
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

◆
商
工
観
光
課
か
ら

「
愛
南
町
水
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

◆
水
産
課
か
ら

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

愛
媛
中
学
駅
伝
に
参
加
す
る

町
内
中
学
校
を
応
援
し
よ
う
と
、
中

継
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
中
学
生

ラ
ン
ナ
ー
の
熱
い
走
り
が
、
特
設
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
か
ら
は
男
子
の
部
に
内

海
、
御
荘
、
城
辺
、
一
本
松
、
西
海

の
５
校
が
、
女
子
の
部
に
御
荘
、
城

辺
の
２
校
が
参
加
し
、
男
子
の
部
で

は
城
辺
中
学
校
が
10
位
、
女
子
の
部

で
は
御
荘
中
学
校
が
14
位
と
健
闘
し

ま
し
た
。
今
回
の
中
継
映
像
は
、
情

報
通
信
基
盤
整
備
事
業
で
敷
設
し
た

光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
使
っ
て
愛
媛
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
（
松

山
市
）
か

ら
直
接
御

荘
文
化
セ

ン
タ
ー
に

配
信
さ
れ

た
も
の
で
、

町
内
選
手
が
画
面
に
映
る
た
び
に
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
内
各
小
学
校
の
児

童
が
校
歌
を
歌
う
地
域
番
組
や
ど

ろ
ん
こ
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
熱
戦
を
放

映
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

 11/
   23

日
時　

２
月
６
日（
日
）９
時
〜
15
時

会
場　

南
予
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都

市
公
園（
南
レ
ク
プ
ー
ル
周
辺
）

内
容

■
豊
か
な
「
海
」
ゾ
ー
ン

か
き
・
緋
扇
貝
・
寒
ブ
リ
・
真
鯛 

そ
の
他
海
産
物
加
工
品
の
販
売

か
き
食
べ
放
題
コ
ー
ナ
ー（
有
料/

焼

き
、
蒸
し
）

か
き
早
食
い
大
会
の
実
施（
３
０
０

g
の
か
き
フ
ラ
イ
早
食
い
）

か
き
ウ
ル
ト
ラ
数
当
て
ク
イ
ズ
の
実

施（
山
盛
り
殻
付
か
き
の
数
当
て
）

大
鍋
に
よ
る
「
か
き
千
人
鍋（
か
き

汁
）」
の
サ
ー
ビ
ス

■
懐
か
し
の
「
里
」
ゾ
ー
ン

冬
の
特
産
品(

農
産
物)

加
工
品（
ひ
が

し
や
ま
）や
郷
土
料
理
の
販
売

餅
つ
き
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
よ
も
ぎ

餅
・
い
も
餅
等
）

問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）

日
時　

１
月
９
日（
日
）14
時
30
分
〜

場
所　

ホ
テ
ル
サ
ン
パ
ー
ル
３
階

内
容  

　

第
１
部
「
愛
南
町
水
産
・
食
料
基

地
構
想
」
と
地
域
の
課
題

　

第
２
部 

南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー

の
研
究
活
動
の
概
要

交
流
会

　

時
間　
　

17
時
〜

　

参
加
費　

４
，０
０
０
円

　
　

（
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ

　

水
産
課（
℡
７
２
―

７
３
１
２
）



p10

愛
な
ん
地
域
医
療

懇
談
会
の
お
知
ら
せ
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

県
営
住
宅
空
家
待
ち

入
居
者
募
集
！

◆
南
予
地
方
局
か
ら

第
６
回
愛
南
町
ふ
れ
あ
い
健
康

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集
！

◆
生
涯
学
習
課
か
ら

　

町
で
は
、
地
域
の
救
急
医
療
を
守

る
た
め
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
に
救
急
医
療
の
現
状
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
適
切
な
利
用
を
心
が

け
て
い
た
だ
く
取
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
、
県
立
南
宇
和
病
院
院

長
の
中
村
光こ

う

士し

郎ろ
う

先
生
を
講
師
に
、

次
の
と
お
り
地
域
医
療
懇
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み
等
不

要
で
す
の
で
、
ご
近
所
、
お
知
り
合

い
の
皆
様
に
も
お
声
か
け
い
た
だ

き
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

城
辺
地
域
対
象

　

日
時　

１
月
12
日（
水
）

　
　
　
　

19
時
〜
20
時

　

会
場　

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

西
海
地
域
対
象

　

日
時　

１
月
26
日（
水
）

　
　
　
　

19
時
〜
20
時

　

会
場　

西
海
町
民
会
館

問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
） 　

既
設
の
県
営
住
宅（
宇
和
島
市
内
）

に
空
家
が
生
じ
た
場
合
に
入
居
し
て

い
た
だ
く
世
帯
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
今
回
の
申
し
込
み
は
、
次

年
度
の
抽
選
日
の
前
日
ま
で
有
効
で

す
。

申
込
期
間　

２
月
１
日（
火
）

〜
２
月
10
日（
木
）

申
込
場
所

日
時　

２
月
６
日（
日
）【
小
雨
決
行
】

　

開
会
式 

８
時
45
分
〜

　

ス
タ
ー
ト 

９
時
30
分
〜

　

閉
会
式 

11
時
30
分
〜

コ
ー
ス　

御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
周
辺
コ
ー
ス

参
加
資
格　

町
内
に
住
所
を
有
す
る

方
、
町
内
に
通
学
・
勤
務
し
て
い
る
方

　

南
予
地
方
局
建
設
部
建
築
指
導
課

入
居
順
位
の
抽
選

　

抽
選
日
時　

　
　

３
月
４
日（
金
）13
時
〜

　

抽
選
場
所

　
　

南
予
地
方
局
７
階
大
会
議
室

家
賃　

申
込
者
等
の
収
入
に
基
づ

き
、
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
方
法
に

よ
り
算
定
し
ま
す
。

申
込
資
格　

次
の
ア
、
イ
、
ウ
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
方

ア　

現
に
同
居
し
又
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
り
、
住
宅
に
困
窮

し
て
い
る
方
（
単
身
者
で
も
申
込
が

申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の
町
体

育
協
会
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
参
加
料
無
料
、
学
生
の
参
加
者
は

保
護
者
の
承
諾
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

申
込
締
切　

１
月
14
日（
金
）必
着

種
目

問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）

イ　

公
営
住
宅
法
に
定
め
る
収
入
基

準
に
適
合
す
る
方

ウ　

入
居
申
込
者
及
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
、
暴
力
団
員
に
よ
る

不
当
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
３
年
法
律
第
77
号
）
第
２
条

第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と
。

入
居
予
定
日　

空
家
が
で
き
次
第
、

入
居
順
位
に
従
い
ご
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

南
予
地
方
局
建
設
部

建
築
指
導
課
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
〈
内
線
４
２
５
〉
）

種
目

ス
タ
ー
ト

距
離

種   

別

９
時
30
分

１
㎞

小
学
生
１
・
２
年
生
男
女
の
部

９
時
45
分

1.5
㎞

小
学
生
３
・
４
年
生
男
女
の
部

10
時

２
㎞

小
学
生
５
・
６
年
生
男
女
の
部

10
時
20
分

３
㎞

中
学
１
・
２
・
３
年
生
・
高
校
生
・
一
般
・
壮
年（
40
歳
以
上
）女
子
の
部

10
時
50
分

４
㎞

中
学
１
・
２
・
３
年
生
・
高
校
生
・
一
般
・
壮
年（
40
歳
以
上
）男
子
の
部
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森
林
文
化
の
継
承
を
！

「
森
の
名
手
・
名
人
」認
定
！

◆
農
林
課
か
ら

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
職
員
募
集
！

◆
企
画
財
政
課
か
ら

○
雇
用
期
間　

勤
務
成
績
に
よ
り
１
年
単
位
で
の
雇
用
期
間
を
更
新
。
在
職

可
能
期
間
は
65
歳
に
達
す
る
年
度
の
３
月
31
日
ま
で

○
応
募
資
格　

１
級
建
築
士
又
は
２
級
建
築
士
有
資
格
者
（
消
防
施
設
保
守

点
検
資
格
有
資
格
者
優
遇
）

　

松
山
市
の
愛
媛
県
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
え
ひ
め
山
の
日
の
集
い
」
に
お
い

て
、
僧
都
地
区
で
炭
焼
き
・
炭
窯
作

り
を
さ
れ
て
い
る
久
能
二ふ

三み

男お

さ
ん

に
、
㈳
国
土
緑
化
推
進
機
構
か
ら

「
森
の
名
手
・
名
人
」
の
認
定
証
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
能
さ
ん
は
25
年
ほ
ど
前
か
ら

製
炭
業
に
従
事
さ
れ
、
現
在
「
白

炭（
備
長
炭)

」
の
生
産
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
生
産
の
各
工
程
に
こ
だ

わ
る
炭
づ
く
り
は
県
外
か
ら
の
視
察

も
絶
え
ず
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
炭
づ
く
り
や
炭
窯
の
こ

○
雇
用
期
間　

採
用
か
ら
２
年
間
。
た
だ
し
、
別
に
指
定
す
る
資
格
の
有
資

格
者
は
、
勤
務
成
績
に
よ
り
１
年
後
か
ら
嘱
託
職
員
へ
の
切
替
制
度
が
あ
り

ま
す
。

嘱
託
職
員　

労
働
保
険
、社
会
保
険
に
加
入
。ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

職
種

人
数

業
務
内
容
等

給
料
額（
月
額
）
採
用
年
月
日
・
勤
務
地

技
師

１
人

広
域
施
設
の
改
修
等
の
設
計
業
務
、

簡
易
な
修
繕
作
業
業
務
、
消
防
設
備

保
守
点
検
業
務（
採
用
後
、
消
防
設
備

点
検
資
格
を
取
得
す
る
必
要
あ
り
）、

そ
の
他
施
設
・
建
物
等
の
環
境
整
備

※
週
38
時
間
45
分
勤
務
、
週
休
２
日
制

１
級
建
築
士
資
格

３
０
０
，４
０
０
円

２
級
建
築
士
資
格

２
２
０
，５
０
０
円

平
成
23
年
４

月
１
日

宇
和
島
地
区

広
域
事
務
組

合
管
理
課

臨
時
職
員　

労
働
保
険
、社
会
保
険
に
加
入
。ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。

職
種

人
数

業
務
内
容
等

賃
金（
日
額
）

採
用
年
月
日
・
勤
務
地

応
募
資
格

介
護

職
員

５
人

老
人
福
祉
施
設
の
介

護
業
務

※
週
38
時
間
45
分
勤

務
、
週
休
２
日
制

介
護
福
祉
士
資
格

６
，９
５
０
円

上
記
以
外

６
，５
５
０
円

平
成
23
年
３
月
１
日

又
は
４
月
１
日

宇
和
島
市
又
は
北
宇

和
郡
内
の
福
祉
施
設

な
し

看
護

職
員

２
人

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
看
護
業
務

※
週
38
時
間
45
分
勤

務
、
週
休
２
日
制

看
護
師
資
格

８
，２
５
０
円

准
看
護
師
資
格

７
，３
５
０
円

平
成
23
年
４
月
１
日

宇
和
島
市
又
は
南
宇

和
郡
内
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

看
護
師
資

格
又
は
准

看
護
師
資

格
有
資
格

者

管
理

栄
養
士

１
人

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
栄
養
士
業
務

※
週
38
時
間
45
分
勤

務
、
週
休
２
日
制

８
，２
５
０
円

平
成
23
年
４
月
１
日

宇
和
島
市
又
は
北
宇

和
郡
内
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム

管
理
栄
養

士
資
格
有

資
格
者

試
験　

面
接
試
験（
応
募
者
に
別
途

連
絡
）

応
募
要
領　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真

を
貼
り
、
希
望
職
種
を
記
入
の
上
、

資
格
の
必
要
な
職
種
は
資
格
証
の
写

し
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　

１
月
４
日（
火
）〜
１
月

28
日（
金
）（
執
務
時
間
中
）※
郵
送
の

場
合
は
必
着

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
９
８
―

８
６
０
１

宇
和
島
市
曙
町
１
番
地

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
管
理
課

人
事
係

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
６
４
）

と
を
子
ど
も
達
に
教
え
る
な
ど
、森
林

文
化
の
普
及
に
も
努
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
久
能
さ
ん
に
は
、今
後
さ
ら
に
次

世
代
を
担
う
青
少
年
へ
森
林
の
文
化

や
森
を

守
り
育

て
て
い

く
技
術

を
伝
え

て
も
ら

い
た
い

と
思
い

ま
す
。

 11/
   11

緑小学校の子ども達に炭作りを

教える久能さん（右端）
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む
し
歯
０
本
、

　
　
　

お
め
で
と
う
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

「
元
気
歯
つ
ら
つ
コ
ン
ク
ー
ル
」

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

平
成
23
年
度
城
辺
幼
稚
園 

園
児
募
集
に
つ
い
て
！

◆
学
校
教
育
課
か
ら

叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

◆
総
務
課
か
ら

　

町
で
は
、
５
歳
児
歯
科
健
診
で

む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
実
施
し
ま
し
た
５
歳
児

健
診
で
は
、
26
名
の
受
診
者
の
中

で
13
名
の
お
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

 

島　

内　

耀よ　

生お 

く
ん（
御
荘
平
城
）

  

岡　

下　

綾あ
や　

音ね 

ち
ゃ
ん（
御
荘
長
月
）

  

松　

岡　

柚ゆ
う

太た

郎ろ
う 

く
ん（
緑　

乙
）

  

土　

居　

周
し
ゅ
う  

平へ
い 

く
ん（
垣　

内
）

  

本　

多　

菜な

な々

珠み 

ち
ゃ
ん（
久　

良
）

  

砂　

田　

美み　

乃の 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲
）

  

宮　

本　

史し　

恩お
ん 

く
ん（
深　

浦
）

  

益　

田　
　

光
ひ
か
る   

く
ん（
城
辺
甲
）

  

菊　

池　

亜あ

美み

花か 

ち
ゃ
ん（
緑　

乙
）

  

古　

川　

楽ら　

夢む 

ち
ゃ
ん（
満　

倉
） 

  

浅　

山　

桐と
う　

次じ 

く
ん（
広　

見
）

  

河　

野　

桜
さ
く
ら  

子こ 

ち
ゃ
ん（
一
本
松
）           

  

玉　

田　

浬り　

久く 

く
ん（
増　

田
）

　

80
歳
以
上
で
ご
自
分
の
歯
が
20
本

以
上
あ
る
方
を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
「
元
気
歯
つ
ら
つ
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
、
御
荘
平
城
の
示し

め

野の

敏と
し

郎ろ
う

さ
ん
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

示
野
さ
ん
は
、
若
い
頃
か
ら
歯
磨
き

の
習
慣
が
つ
い
て
い
る
こ
と
や
、
定

期
的
に
歯
科
医
院
で
健
診
を
受
け
て

い
る
な
ど
歯
の
健
康
に
気
を
つ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
元

気
で
ご
自
分
の
歯
で
食
べ
る
楽
し
み

を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　

城
辺
幼
稚
園
で
は
、
４
歳
児
・
５

歳
児
の
入
園
希
望
者
を
募
集
し
ま

す
。
入
園
願
書
を
城
辺
幼
稚
園
又
は

学
校
教
育
課
で
受
け
取
り
、
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印
の
う
え
、
１
月
31

日（
月
）ま
で
に
城
辺
幼
稚
園
へ
申
込

み
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員　

70
名

　

４
歳
児
（
35
名
）

　

平
成
18
年
４
月
２
日

〜
平
成
19
年
４
月
１
日
生

　

５
歳
児
（
35
名
）

　

平
成
17
年
４
月
２
日

〜
平
成
18
年
４
月
１
日
生

入
園
料　

２
，０
０
０
円

保
育
料　

４
，５
０
０
円
（
月
額
）

保
育
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

８
時
30
分
〜
14
時
30
分

　

毎
日
給
食
が
あ
り
ま
す
。

　

（
一
食
２
５
０
円
）

問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課（
℡
７
２
―

１
１
１
３
）

　

平
成
22
年
の
高
齢
者
叙
勲
受
章
者
が
発

表
さ
れ
、
本
町
か
ら
元
一
本
松
町
議
会
議

員
の
池
田 
潔

き
よ
し

さ
ん
（
広
見
）
が
「
旭
日

双
光
章
」
を
授
章
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
晴
れ
の
授

章
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

池田 潔
きよし

さん（右）と奥様（左）
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「
継
続
食
育
」で
、幼
児
期
か
ら

青
年
期
ま
で
健
康
維
持
！

◆
愛
大
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
　

愛
南
町
食
育
協
働
部
会
・

教
育
部
会

新
メ
ニ
ュ
ー

「
タ
イ
レ
ッ
丼ど

ん

」は
い
か
が
！

　

『
愛
な
ん
食
育
プ
ラ
ン
』
の
６
つ
の

実
践
目
標
の
う
ち
、今
回
は
「
継
続
食

育
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
愛
南
町
内
の
学
校
で

食
育
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
ど
の
程
度
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
？ 

　

平
成
17
年
に
食
育
基
本
法
が
、
平

成
18
年
に
食
育
推
進
基
本
計
画
が

制
定
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
食
に
関

す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習

慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
学
校
に
お
い
て
積
極
的
に
食
育

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
学
校
現
場
に
お
い
て
は
、

平
成
16
年
度
〜
18
年
度
の
一
本
松

小
・
中
学
校
（
文
部
科
学
省
の
指

定
）、
平
成
19
年
度
の
柏
小
学
校
、

平
成
20
年
度
の
赤
水
小
学
校
で
、
そ

れ
ぞ
れ
食
育
実
践
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
、
多
く
の
成
果
を
あ
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
21
、
22
年
度
は
、

船
越
小
学
校
が
食
育
実
践
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
で
の
食
育
は
、
教
職
員
全
体

が
食
育
に
関
し
て
共
通
理
解
す
る
こ

と
で
、
目
標
や
具
体
的
な
取
り
組
み

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

児
童
・
生
徒
が
理
解
を
深
め
、
学
習

し
た
こ
と
を
家
庭
に
持
ち
帰
り
、
日

常
生
活
に
お
い
て
実
践
し
て
い
く
こ

と
で
、
身
に
つ
い
た
食
育
に
な
る
と

考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
教
育
部
会

で
は
次
の
２
つ
の
重
点
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

取
り
組
み
の
内
容

①
教
職
員
（
町
職
員
）
を
対
象
に
し

た
食
育
講
座
の
開
催

　

食
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解

し
、
個
人
の
食
生
活
や
食
育
に
つ
い

て
振
り
返
り
、
家
庭
・
幼
稚
園
・
保

育
所
・
小
中
学
校
・
高
校
・
地
域
に

お
け
る
食
育
に
つ
い
て
研
修
を
深
め

ま
す
。
全
教
職
員
と
町
職
員
の
共
通

理
解
の
も
と
で
、
教
育
現
場
で
の
食

育
充
実
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

②
町
教
育
委
員
会
指
定
「
学
校
を
中

心
と
し
た
食
育
推
進
事
業
」
の
実
施

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
事
業
を

拡
充
し
、
町
内
の
小
中
学
校
で
指
定

校
を
決
め
、
２
年
間
学
校
・
家
庭
・

地
域
と
連
携
し
た
食
育
の
研
究
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
町
内
各
方
面

へ
の
「
食
育
」
の
情
報
発
信
の
場
と

し
て
、
研
究
発
表
会
を
開
催
し
ま

す
。

愛
な
ん
食
育
推
進

第
９
回

船越小学校公開授業

　

「
学
校
と
中
心
と
し
た
食

育
推
進
事
業
」
の
指
定
校
・

船
越
小
学
校
で
研
究
発
表
大
会
が

行
わ
れ
、
児
童
が
考
案
し
た
新
メ

ニ
ュ
ー
「
タ
イ
レ
ッ
丼
」
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
豚
肉
の
代
わ
り
に

養
殖
マ
ダ
イ
を
使
っ
た
カ
ツ
丼

で
、
「
愛
南
ぎ
ょ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の

タ
イ
レ
ッ
ド
か
ら
命
名
し
た
も
の

で
す
。

　

子
ど
も
達
が
考
え
た
「
タ
イ

レ
ッ
丼
」
は
、
ゆ
ら
り
内
海
の
新

メ
ニ
ュ
ー

に
登
場
し

て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん

も
一
度
召

し
上
が
っ

て
み
て
は

い
か
が
で

し
ょ
う
。

 11/
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１
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
！

◆
町
民
課
か
ら

平
成
22
年

第
４
回 

町
議
会
臨
時
会

◆
議
会
事
務
局
か
ら

　

５
日
・
12
日
・
19
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

２
月
の
引
取
日
は
、

　

２
日
・
９
日
・
16
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ

て
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
環
境

観
光
係
ま
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
場

合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
必

要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
６
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障

だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重

い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
年

金
を
支
給
し
、
思
い
が
け
な
い
人
生

の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公

的
年
金
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ

て
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
支
給
さ

れ
る
年
金
の
半
分
の
額
が
国
の
税
金

か
ら
負
担
さ
れ
る
な
ど
、
と
て
も
有

利
で
安
心
な
制
度
で
す
。

義
務
と
権
利

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か

ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て
の
方

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料

を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金
を

受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で
、

20
歳
に
な
っ
て
第
一
号
被
保
険
者
と

な
る
方
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

役
場
で
直
接
、
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
二

号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第
二
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の

第
三
号
被
保
険
者
の
方
は
、
勤
務
先

の
事
業
所
が
加
入
手
続
き
を
行
い
ま

す
の
で
、
個
別
の
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の

平
成
22
年
度
の
保
険
料
額
は
、
月
額

１
万
５
，１
０
０
円
で
す
。

　

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少
な

い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免
除
と
な

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
国

民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て

い
る
と
、
老
後
の
年
金
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
年
金
額
が
低
く
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
「
万
が

一
」
の
と
き
に
障
害
年
金
が
受
け
取

れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
所

得
が
な
い
学
生
の
方
の
ご
本
人
の
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
学
生
以
外
の
一
般
の
自
営

業
者
の
方
な
ど
は
、
経
済
的
な
理
由

等
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

と
き
に
、
ご
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て

「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
を
利
用
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
お

住
ま
い
の
市
区
町
村
役
場
、
ま
た
は

最
寄
り
の
年
金
事
務
所
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
１
月
18
日（
火
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
22
年

第
４
回
議
会
臨
時
会
を
開
催

し
、
愛
南
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
と
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契

約
に
つ
い
て
の
計
２
議
案
を
可
決
し

ま
し
た
。

 11/
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１月の保健事業のお知らせ
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
に
ご
注
意
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

年
金
受
給
者
・
還
付
申
告
者
の

申
告
相
談
会
の
お
知
ら
せ
！

◆
税
務
課
か
ら

乳幼児健康診査
内　容 日 曜日 場　所 対象者

乳児健診 11日 火

城辺保健福祉センター

H２２年 ６月１日～ ７月３１日生

５歳児健診 18日 火 H１７年１０月１日～１１月３０日生

１歳６ヵ月児健診 25日 火 H２１年 ５月１日～ ６月３０日生

育児相談
内　容 日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場   7日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００

育児相談
12日 水

内海保健センター ９：３０～１１：３０

すくすく相談 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

うみのこ広場 13日 木
西海支所２階
親子ふれあい交流室

９：３０～１１：３０

みなみっ子 24日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他
内　容 日 曜日 場　所 時　　間

両親学級
かるがも教室

20日 木

城辺保健福祉センター

１３：３０～１５：００

事前申込み

乳児栄養相談
もぐもぐ教室

１３：３０～１５：３０

事前申込み

病態栄養相談 21日 金
１３：３０～１５：３０

事前申込み

　

現
在
、
県
内
の
医
療
機
関
か
ら
報

告
さ
れ
た
感
染
性
胃
腸
炎
の
患
者
数

が
急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

22
年
11
月
19
日
付
け
で
注
意
報
が
発

令
さ
れ
て
い
ま
す
（
期
間

：

11
月
19

日
か
ら
１
月
27
日
ま
で
）。

 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
主
な
感
染
経
路
は
！

１
．
食
品
取
扱
者
（
食
品
の
製
造
等

に
従
事
す
る
者
、
飲
食
店
に
お
け
る

調
理
従
事
者
、
家
庭
で
調
理
を
行
う

者
等
）
が
感
染
し
て
お
り
、
そ
の
者

の
手
を
介
し
て
汚
染
さ
れ
た
食
品
を

食
べ
た
場
合

２
．
汚
染
さ
れ
た
二
枚
貝
、
生
あ
る

い
は
十
分
過
熱
調
理
し
な
い
で
食
べ

た
場
合

３
．
患
者
の
ふ
ん
便
や
吐
物
か
ら
二

次
感
染
し
た
場
合

 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
の
予
防
法
は
！

１
調
理
前
や
ト
イ
レ
の
後
の
手
洗

い
・
消
毒
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
手
洗
い
の
後
、
使
用
す
る
タ
オ

ル
等
は
清
潔
な
も
の
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

３
．
二
枚
貝
の
生
食
は
避
け
、
十
分

に
加
熱
（
85
℃
、
１
分
間
以
上
）
し

ま
し
ょ
う
。

４
．
ま
な
板
、
包
丁
、
ふ
き
ん
な
ど

は
熱
湯
や
消
毒
剤（
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
）で
十
分
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

《
食
品
を
取
り
扱
う
施
設
の
営
業
者
は
》

５
．
調
理
従
事
者
は
、
下
痢
、
吐
き

気
、
お
う
吐
、
腰
痛
、
発
熱
な
ど
風

邪
に
似
た
症
状
が
あ
っ
た
と
き
は
、

調
理
行
為
に
携
わ
ら
な
い
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
等
で
早
め

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

《
二
次
感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
》

６
．
ご
家
庭
や
保
育
園
、
学
校
な
ど

で
は
患
者
の
便
、
お
う
吐
物
の
処
理

に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

　

愛
南
町
で
は
、
年
金
受
給
者
や
還

付
申
告
を
さ
れ
る
方
な
ど
が
ご
自
身

で
申
告
書
を
作
成
で
き
る
よ
う
、
次

の
と
お
り
申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
７
日（
月
）〜
10
日（
木
）

　

９
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

場
所　

城
辺
福
祉
会
館

　
　
　
　

３
階
中
ホ
ー
ル

申
告
に
必
要
な
書
類    

●
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類
、
源

泉
徴
収
票

●
印
鑑
、
筆
記
用
具
及
び
計
算
機

●
国
民
年
金
保
険
料
等
の
支
払
を
し

た
旨
を
証
す
る
書
類

●
医
療
費
の
領
収
書
、
支
払
保
険
料

等
の
証
明
書

●
申
告
書(

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ

た
申
告
書
を
お
持
ち
の
方
の
み)

●
還
付
金
の
受
取
口
座(

本
人
名
義)

の
わ
か
る
も
の  

な
ど

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）
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税
務
課
等
か
ら
！

1
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

１・２月行事予定表

元　　　日   1日 福岡内科外科医院 一 本 松 ☎84-3600
第１日曜日   2日 竹本医院 城 辺 乙 ☎72-3271
月　曜　日   3日 内海診療所 柏 ☎85-0341
第２日曜日   9日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111
成 人 の 日 10日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231
第３日曜日 16日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231
第４日曜日 23日 福岡内科外科医院 一 本 松 ☎84-3600
第５日曜日 30日 内海診療所 柏 ☎85-0341

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

１月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

町

県

民

税

4期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

8期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

7期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

1/31

2/28

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

1/27

2/24

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

1/25

2/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

1/21

2/18

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

1/19

2/16

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

1/17

2/14

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

1/13

2/10

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1/11

2/8

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

1/6

2/4

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

1/4

2/2

１、２月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場　所

1月

2 日 10：00～11：00 観光船乗り初め式 中泊港岸壁

3 月 13：00～16：30 愛南町成人式
御荘文化
センター

9 日

8：30～17：00
第13回南宇和
サッカー協会杯
少年サッカー大会

南レク城辺
多目的広場

ほか

8：30～17：00
第6回愛南女子
6人制バレーボール

交流大会

一本松交流
促進センター

8：30～17：00
第42回
深浦少年剣道大会

旧深浦小学校
体育館

14：30～17：00
愛南町水産

フォーラム
ホテルサン
パール３階

12 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

15 土 14：00～15：00 第4回生涯学習講座
御荘文化
センター

17 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

23 日 8：30～16：00
第40回東海杯
少年サッカー大会

南レク
城辺公園

29 土 13：00～16：30
就活応援イベント
「働くことの喜びを

求めてin愛南町」

城辺社会
福祉会館

30 日 9：30～11：40
平成23年
愛南町消防出初式

南レク城辺
多目的広場

31 月 9：00～16：00 消費生活相談員勤務日 役場本庁

２月

6 日

8：45～13：00
第６回愛南町
ふれあい健康

マラソン大会

御荘Ｂ＆Ｇ
海洋センター
周辺コース

9：00～15：00
うまいもん市in

あいなん

南レクプール周辺
南レクロッジ

駐車場

9 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

20 日 9：00～17：00
第3回愛南町
スポーツ少年大会
バレーボール競技

一本松交流
促進センター

26 土 5：00～15：00 あいなん磯釣大会
内海地区・
西海地区

27 日 9：00～17：00
第６回愛南町
スポーツ少年大会

剣道競技

一本松交流
促進センター
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 1月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   

火・木   
園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第2木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   

第1・3日曜

御荘文化センター
「あいなん子育て
応援グループ」

生涯学習課内

７３－１１１１
子育て  
 (電話)相談

毎週木曜

 

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００
　

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

１０：００ １５：００

９：００ １６：００

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

長崎
保育所

柏
保育所

●19日(水)ベビースリング
入園入学グッズ作り
●12月28日～1月3
日休み

●27日(木)お買い物
ごっこ
●12月29日～1月3
日休み

●御荘文化センター
リハーサル室で行い
ます。

●12日(水)夢創造館
で行います。          
●12月29日～1月3
日休み

家串
保育所

緑
保育所
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に け ー し ょ ん

　あけましておめでとうございます。今年は卯年ですね。ウサ

ギといえば、海の中にはウミウサギがいます。

 ウミウサギは、タカラガイ(宝貝)という巻貝の仲間

で、えさになるソフトコーラル(やわらかいサンゴ)の上

で生活しています。その姿は、ブヨブヨとした黒いかた

まりで、とてもウサギには見えません。でも、指でつつ

くと「あらびっくり!」、黒い体をスルスルと貝殻に引っ込め、白いウサギに大変身。今回は、ちょ

ぴりつついて、写真を撮りました。ほかにも、ホシダカラ(星宝)、ハツユキダカラ(初雪宝)など、多

くの宝貝が住んでいます。愛南の海は、お宝でいっぱいなのです。

　今年も愛南の海に住んでいる、不思議な生き物たちを紹介していきます。お楽しみに!

(撮影:2010.8.1 野地島 水深8m)環境省自然公園指導員 西尾知照

本日!海
う み び よ り

日和!!「海のお宝、ウミウサギ」

　菊川小学校体育館で、校区別人権・同和教育懇談会の一環として、松
山市などで活躍中のバンド「夕☆ta(ユタ)」の「手と心をつなぐ人権コン
サート」が行われました。
 「夕☆ta(ユタ)」は、看護師の宇都宮夕

ゆ ず

鈴
さん(ボーカル)と音楽スタジオ経営の高橋
孝
た か お

雄さん(ギター)のユニットで、「いのち」や
「平和」への思いを込めたオリジナル曲を
中心に各地でライブ活動をしています。高
橋さんの清涼感ある曲と夕鈴さんの透き通
る歌声を通して、命の大切さを改めて感じられるコンサートとなりました。

11/27 手と心をつなぐ人権コンサート!

　内海町民会館で、町食生活改善推進協議会(尾﨑イトミ会長)による「平成22年度あいなん食
改味まつり」が開催され、地元住民の方々など約100名が、町の特産品を使った料理や牛乳・乳
製品を使った料理、うす味料理などを試食しました。
 「バラの花寿司」や「鯛めし」、「鶏肉のオレンジしょうゆ煮」、「ぶり大根」、「緋扇貝と切干大
根のあえもの」など栄養バランスのとれた色鮮やかなメニュー14品目が並べられ、参加者は会話
も弾みながら試食を楽しみました。

12/1 食をとおして健康を!
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愛 南 こ み ゅ

　御荘文化センターをメイン会場として、城の辺学習館、平城交流センターなどで、町文化協会
(宮岡秀

ひ で ゆ き

幸会長)主催による「愛南町文化祭」が2日にわたって開催されました。今年は「未来につ
なごう 郷土の文化」をテーマに、町文化協会に加盟する40団体の展示と50団体の発表が行われ
ました。

11/13～14 未来につなごう!郷土の文化

　南宇和高校体育館で、高校1年生235名
と小学1・2年生（68名）、幼稚園児（25名）
など総勢383名が、手づくりおもちゃなど
で交流するワークショップが行われまし
た。この事業は、子育て支援グループ「こ
ぶたたんぽぽポケットとんぼ(増田和

か ず え

恵代
表)」の協力で、平成14年度から実施されて
います。子ども達は、高校生のお兄さんや
お姉さんに教えてもらいながら、紙飛行機
や新聞エコバック作りなどの工作や手話な
どに挑戦し、楽しく交流しました。
　また、午後からは講演会も行われ、地域
交流センタープラザじょうへん「パソコン
交流倶楽部」の活動内容などが報告され
ました。

11/17 お兄ちゃん、お姉ちゃんと楽しく遊んだよ!

11/16～17小中学校音楽発表会

　御荘文化センターで小学校18校、中学校7校が参加して「平成22年度愛
南町小・中学校音楽発表会」が行われました。どの学校も合奏や合唱など
日頃の練習の成果が元気よく披露され、素晴らしい発表会になりました。
　特に最後の出演となった西浦・満倉小学校と西海・福浦中学校には、保
護者など多く観客から惜しみない拍手が送られていました。

B&Gキッズダンスチーム のもとさち子バレエスクール 城辺上組八つ鹿 展示

西浦小学校 満倉小学校 福浦中学校

西海中学校
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南宇和郡軟式野球選手権大会
　南レク城辺球場で5チームが参加して「平成22年度南宇和郡
軟式野球選手権大会」が開催されました。決勝戦では3対1で
「流神」が優勝しました。

11/　

 14

元
気
い
っ
ぱ
い

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド気迫を込めて ! 伊予土佐親善相撲大会

11/　

  14

　御荘B&G海洋センター相撲場で、「第6回伊予・土佐親善相撲愛南大会」が行
われ、小学生の部に18チーム、中学生の部に10チーム、総勢約120名の少年力士
が白熱した取り組みが繰り広げられました。
【大会結果は次のとおり。なお個人戦は、各部優勝者と3位以上の本町選手のみ掲載】

個人戦

 小学1年生の部　優勝 森岡良
り ょ う た

太(津島)　3位 宇野倫
り ん ぺ い

平(愛南)

 小学2年生の部　優勝 石川 剛
つ よ し

(南国長岡)

 小学3年生の部　優勝 松田叶
と む

夢(南海)

 小学4年生の部　優勝 熊坂光
こ う き

貴(津島)　3位 土居佑
ゆ う や

也(愛南)  西田顕
け ん ご

吾(愛南)

 小学5年生の部　優勝 光宗泰
た い せ い

成(南国長岡)　準優勝 近平昌
ま さ ひ ろ

優(愛南)

 小学6年生の部　優勝 谷村宗
そ う た ろ う

太朗(土佐清水)

 中学1年生の部　優勝 吉岡 暸
り ょ う

(鳶ヶ池)

 中学2年生の部　優勝 西 大
た い せ い

星(明徳)

 中学3年生の部　優勝 近平佳
け い た ろ う

多朗(御荘)

　　　　　　　　準優勝 岩村孔
こ う せ い

成(御荘)

団体戦

 小学生の部　優勝 佐賀    準優勝 土佐清水A    3位 津島A

 中学生の部　優勝 御荘    準優勝 明徳義塾      3位 南国長岡A

元気いっぱい ! スポ少
ソフトボール大会 !

11/　

 13

　あけぼのグラウンドで、1部(ファストピッチ)に4チー
ム、2部(スローピッチ)に8チーム、3部(ミニソフトボー
ル)に3チームの計15チーム、約200名が参加して、「第6
回愛南町スポーツ少年大会ソフトボール競技」が行われ
ました。小学生選手の元気いっぱいのプレーに、大きな
歓声があがっていました。
【大会結果はつぎのとおり】

1部 優勝 福浦スポーツ少年団
　　準優勝 柏スポーツ少年団

2部 優勝 家串スポーツ少年団
　　準優勝 長月スポーツ少年団

3部 優勝 僧都スポーツ少年団
　　準優勝 船越スポーツ少年団

2部優勝 家串スポーツ少年団 3部優勝 僧都スポーツ少年団

1部優勝 福浦スポーツ少年団

優勝 流神

4 人制ソフトバレーボール大会
　B&G海洋センター体育館で、「第10回愛南町4人制ソフトバレーボール大会」が開催
され、参加した7チーム約40名が熱戦を繰り広げ、ラバーズが優勝しました。

11/　

 24
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愛媛スポレク祭で大活躍 !

最優良海洋クラブ表彰 !
11/　

 11

　徳島市で開催された「平成22年度 海洋センター・海洋

クラブ責任者会議」において、B&G御荘海洋クラブ(末廣

秀
ひ で し

司代表 会員57名)が、最優良海洋クラブとして表彰を受

けました。

　B&G御荘海洋クラブは、『プールでOPヨット体験会』の

開催や海洋クラブ間交流など、活発な活動が評価され今

回の表彰となりました。クラブを代表して表彰を受けた末廣代表は「大変光栄です。今後

も、海洋性レクリエーションやクラブ諸活動を通して、青少年の健全育成に努めたいと思

います。」と話されていました。

　県内各地を会場に32種目の競技が実施された「愛媛スポーツ・レクリエーション祭
2010」に、愛南町から予選を勝ち抜いたチーム・選手が出場しました。なお、剣道競
技で優勝した南宇和剣道会A(先鋒 上杉奈

な な

々・次鋒 入江美
み う

羽・中堅 二神 啓
け い

・副将 二神
明
あ す み

日美・大将 山本怜
れ い じ

司)と島津亜
あ り さ

理紗さんは、3月26日から兵庫県で開催される「第33
回全国スポーツ少年団剣道交流大会」に出場します。健闘をお祈りします。
【大会結果はつぎのとおり。町内選手で優勝・1位のみ掲載】

剣道 小学生団体戦    優勝 南宇和剣道会A 
　　 中学生女子個人 優勝 島津亜

あ り さ

理紗(一本松中)
相撲 個人4年生(軽量) 優勝 西田顕

け ん ご

吾(城辺小)
小学生陸上競技
　小学生男子100m走4年生 
　1位 伊勢雄

ゆ う せ い

成(家串小)15秒48
　小学生男子1000m走4年生
　1位 永尾元

も と や

弥(平城小)3分28秒22
　小学生男子1000m走6年生　
　1位 山本拳

け ん し ょ う

昇(一本松小)3分14秒07
　小学生男子走幅跳4年生 　
　1位 伊勢雄

ゆ う せ い

成(家串小)355cm
　小学生女子1000m走6年生
　1位 永尾つぐみ(平城小)3分44秒44

剣道小学校団体優勝 南宇和剣道会A

10/　

 3～
11/　

 14

剣道中学生女子個人

優勝 島津亜
あ り さ

理紗さん

県大会で大活躍 !
10/　

 28

　愛媛県総合運動公園で開催された、県老人ク

ラブ連合会主催の「愛媛県老人クラブスポーツ大
会」に町代表として、クロッケー3チーム(県下50
チーム)、グラウンドゴルフ3チーム(県下40チー
ム)が出場し、クロッケーの部で「僧都チーム」
が準優勝しました。

「僧都チーム」

 写真左から 

上岡加
か よ み

代美 

尾田久
く み こ

美子

久能正
まさひろ

寛さん



p22

放
送
大
学
４
月
生
募
集
！

商
工
観
光
課
か
ら

就
活
応
援
イ
ベ
ン
ト「
働
く

こ
と
の
喜
び
を
求
め
て
in

愛
南
」の
ご
案
内
！

臨
床
心
理
士
に
よ
る

「
無
料
」こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談
！

愛
媛
県
臨
床
心
理
士
会
か
ら

◆
城
辺
川
柳
会

　

「
人
」

愛
想
良
い
人
の
本
音
を
読
み
か
ね
る　
　
　

一
会

人
間
味
深
く
や
さ
し
い
友
を
持
ち　
　
　
　

律
子

良
い
人
と
言
わ
れ
笑
顔
が
崩
せ
な
い　
　
　

暁

人
並
み
に
独
居
も
飾
る
鏡
餅　
　
　
　
　
　

ツ
タ
ヱ

人
間
が
恐
い
地
球
に
泣
か
れ
そ
う　
　
　
　

ト
ク
ヱ

あ
の
人
の
笑
顔
が
す
て
き
片
え
く
ぼ　
　
　

一
女

人
並
み
が
好
き
で
聞
き
た
い
寄
附
の
額　
　

栄
華

人
と
い
う
支
え
合
う
字
で
老
い
を
生
き　
　

き
く
み

気
難
し
い
あ
っ
さ
り
の
人
さ
ま
ざ
ま
だ　
　

登
志
恵

美
人
妻
持
っ
た
ば
か
り
に
気
が
も
め
る　
　

能
子

人
と
人
結
ぶ
手
と
手
が
暖
か
い　
　
　
　
　

玉
子

仕
草
に
も
人
柄
が
出
る
良
い
育
ち　
　
　
　

あ
き
子

封
印
の
人
を
住
ま
せ
て
い
ま
す
胸　
　
　
　

百
代 

◆
城
辺
俳
句
会

蒼
天
の
土
手
飛
立
つ
群
れ
雀　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田　

誠
子

コ
ス
モ
ス
や
広
野
を
埋
め
て
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン　
　

菊
池　

静
子

小
包
に
ふ
る
さ
と
の
栗
少
し
入
れ　
　
　
　
　
　
　

宮
田
志
賀
子

老
夫
婦
無
言
の
ま
ゝ
の
星
月
夜　
　
　
　
　
　
　
　

安
岡　

敏
雄

久
万
高
原
一
足
早
く
雪
便
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

弘
子

朝
冷
や
誰
か
地
蔵
に
頬
ほ
お
か
む
り
被　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
田
美
津
枝

◆
城
辺
短
歌
会

亡
き
息
子
が
身
に
つ
け
て
い
し
こ
の
時
計
今
わ
が
腕
に
時
を
刻
め
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
居　
　

清

伊
予
と
土
佐
結
ぶ
鉄
路
に
空
せ
ま
く
山
す
そ
め
ぐ
る
片
側
の
み
光
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

信
保

真
白
く
な
り
た
る
髪
は
染
め
も
せ
ず
つ
げ
の
櫛
に
て
丁
寧
に
梳す

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
田
美
津
枝

も
の
植
え
ぬ
段
々
畑
に
自
生
す
る
つ
わ
ぶ
き
の
花
の
黄
色
明
る
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
森
多
摩
子

わ
が
家
の
本
棚
に
あ
る
「
仰
臥
漫
録
」
山
本
本
家
書
き
し
は
誰
の
字　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
三
千
代

集つ
ど

ひ
き
て
境
内
の
落
葉
を
掃
き
集
む
秋
の
祭
り
の
近
づ
き
た
れ
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
比
良
ス
ミ
子

獅
子
舞
も
牛
鬼
も
何
時
通
り
し
か
し
づ
ま
り
返
る
祭
り
さ
び
し
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
ハ
ル
子

朝
々
に
読
み
続
け
い
る
万
葉
集
夫
の
メ
モ
あ
り
黄
ば
み
し
頁
ぺ
え
じ

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
上　

明
美

「
赤
い
靴
の
少
女
の
像
」
に
触
れ
て
み
る
北
の
訛
な
ま
り

の
人
に
混
じ
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

前
田　
　

充

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度
第
１
学
期
（
４

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。
資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

出
願
期
間　

２
月
28
日
ま
で

問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
―

９
２
３
―

８
５
４
４
）

日
時　

１
月
29
日
（
土
）
13
時

〜
16
時
30
分

場
所　

城
辺
社
会
福
祉
会
館

対
象
者　

高
校
生
、
未
就
職

者
、
そ
の
他
一
般
参
加
者

主
催　

え
ひ
め
若
年
人
材
育

成
機
構

内
容  

　

家
庭
に
つ
い
て
、
職
場
に
つ
い
て
、
心
と
身

体
の
不
調
に
つ
い
て
…
。
誰
に
話
し
た
ら
い
い

の
か
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
、
心
配

事
や
悩
み
事
を
か
か
え
て
い
る
方
、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
臨
床
心
理
士
が
左
記
の

日
程
で
、
電
話
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は

匿
名
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

１
月
30
日（
日
）
　

９
時
〜
17
時

　

℡
０
８
９
―

９
５
７
―

６
４
１
１

　

℡
０
８
９
―

９
５
７
―

６
４
７
７

①
プ
レ
イ
ベ
ン
ト　

就
活
相

談
会

②
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
第
１
部　

パ
ネ
ラ
ー
に
よ
る
事
例
報
告

及
び
町
内
の
雇
用
状
況
や
課

題
の
討
議

③
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
第
２
部　

「
働
く
こ
と
の
喜
び
を
求
め

て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
グ

ル
ー
プ
討
議

問
い
合
わ
せ　

愛
南
町
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―

１
２
４
４
）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします（1回の
相談人数は8人までで事前に予約が必
要。定員に達した場合は受付を終了）。
１月１１日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  １月８日（土）・２６日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

南
楽
園
か
ら

（11月受付分）

（11月受付分）

ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう 国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用

試
験
の
お
知
ら
せ
！

消
防
本
部
庶
務
課
か
ら

「
平
成
23
年
愛
南
町
消
防
出

初
式
」開
催
の
お
知
ら
せ
！

「
南
楽
園
梅
ま
つ
り
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

　

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採

用
試
験
の
試
験
案
内
の
配
布
が
始
ま
り
ま
し

た
。

受
験
資
格

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

受
付
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日（
金
）〜
４
月
８
日（
金
）

第
一
次
試
験
日

平
成
23
年
５
月
15
日（
日
）

　

詳
し
く
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://hom
e.hiroshim

a-u.ac.jp/jinji/shiken/index.htm
l

問
い
合
わ
せ

　

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員

採
用
試
験
実
施
委
員
会
採
用
試
験
事
務
室

（
℡
０
８
２
―

４
２
４
―

５
６
１
６
）

日
時　

１
月
30
日（
日
）

９
時
30
分
〜

場
所　

南
レ
ク
城
辺
多
目
的
広
場

内
容

　

団
員
や
消
防
車
両
に
よ
る
分
列
行

進
、
小
隊
訓
練
、
操
法
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
柏
・
平
城
・
城
辺
・
一
本

松
・
福
浦
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
、
福
浦
小
「
風
の
子
太
鼓
」
、
御

荘
中
学
校
音
楽
部
も
参
加
し
ま
す
。

規
律
正
し
い
消
防
団
員
の
姿
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部
庶
務
課

（
℡
７
２
―

０
１
１
２
）

期
間　

１
月
29
日（
土
）〜
２
月
27
日（
日
）

場
所　

南
楽
園
（
宇
和
島
市
津
島
町
近
家
甲

１
８
１
３
）

開
園
時
間　

９
時
〜
17
時

入
園
料　

大
人　

３
０
０
円

こ
ど
も
１
５
０
円

20
名
以
上
２
割
引

（
所
定
の
割
引
あ
り
）

内
容八

幡
浜
穴
井
の
座
敷
雛
展
示
（
特
別
企

画
）、
梅
見
茶
屋
、
福
も
ち
ま
き
・
梅
干
種
飛

ば
し
大
会（
２
／
６
・
２
／
13
・
２
／
20
午
後

１
時
か
ら)

、
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
。

問
い
合
わ
せ　

南
レ
ク
㈱
「
南
楽
園
」

（
℡
０
８
９
５
―

３
２
―

３
３
４
４
）
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愛南町の人口
平成22年 12 月 1 日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
掲
載
依
頼
な
ど
、
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■編集・発行

愛南町役場 総務課
〒798-4196愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地
TEL（0895）72-1211FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
■印刷

明星印刷工業株式会社

編 集 後 記

愛
は

南
か
ら

10,952 戸

25,364 人

11,862 人

13,502 人

世帯数

人口

　男

　女

高茂岬では、群生するノジギ

ク ( 野路菊 ) が見ごろを迎えて

いました。植物学上の分類はキク

科で、品評会や菊人形などで鑑賞する

大輪の菊 ( 家
いえぎく

菊 ) と同じ種類となります。

強い潮風に耐えながらも可憐に咲いてい

る姿が、何とも可愛らしいノジギクです。

(11/27)

　早いもので、平成22年も
残すところあとわずかとなり
ました。新年の干

え と

支はウサギ
年です。ウサギの穏やかな様
子から家内安全、跳躍する姿
から飛躍・進歩のある年だと
されています。もともと干支
は動物とは何の関係もない方
角や年を数える数詞でした
が、民衆に普及させるため馴
染みの動物に置き換えたもの
といわれています。
　日本では次のように語り継
がれています。「神様が元日の
挨拶に訪れた動物を順に十二
支にすることにした。動物た
ちは、自分が一番と気張って
元日が来るのを待っていた。
神様のところにいつ行くのか
忘れてしまった猫に、ネズミ
はわざと一日遅れの日を教え
てやった。さて元日、足が遅
いので暗いうちから出発して
いた牛の背中に乗っていたネ
ズミが、ゴール直前でちょろ
ちょろっと走って一番、牛は
二番。それから虎、兎、龍、蛇、
馬、羊、猿、鶏、犬、猪の順
で着いた。猫は一日遅れで
行ったので仲間に入れなかっ
た。それを恨んだ猫は、今で
もネズミを追いかけている」。
なるほどそれで猫年はないの
かと思いきや、ベトナムでは
ウサギ年の代わりに猫年があ
るそうです。さて猫年ってど
んな年になるのでしょうか?
　新年は、ウサギのように躍
動的で良い方向に進む年に
なってほしいと思います。平
成23年が皆さま方にとって、
より良い年になりますことを
お祈り申し上げます。


